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方法：両側肺移植を受けた患者 59 例を非 CLAD 群（41 例）、生体肺移植後 CLAD 群（11
例）、脳死肺移植後 CLAD 群（7 例）の 3 群に分け、気腫性変化の重症度、骨格筋量、血漿
アイリシン濃度について各群間で比較した。
結果：気腫性変化の重症度は非 CLAD 群に比べ、生体肺移植後 CLAD 群（P = 0.046）と
脳死肺移植後 CLAD 群で有意に高く（P = 0.036）、特に閉塞性 CLAD である閉塞性細気管
支炎症候群（BOS）で顕著であった。アイリシンを分泌する骨格筋量は各群間で同等であっ








両側肺移植を受けた患者 59 例を非 CLAD 群（41 例）、生体肺移植後 CLAD 群（11 例）、
脳死肺移植後 CLAD 群（7 例）の 3 郡に分け、気腫性変化の重症度（Goddard Score）、骨格
筋量（Psoas muscle index; PMI）血漿アイリシン濃度について比較検討したところ、気腫性変
化の重症度は非 CLAD 群より生体・脳死肺移植後 CLAD 群で有意に高く、特に閉塞性細気
管支炎症候群（BOS）で顕著であった。また、血漿アイリシン濃度は非 CLAD 群に比べて生
体肺移植後 CLAD 群、特に BOS がみられた症例で有意に低値であった。 






Emphysematous changes and lower levels of plasma irisin are 
associated with bronchiolitis obliterans syndrome after bilateral 
living-donor lobar lung transplantation 
（肺の気腫性変化と血漿 Irisin 濃度の低下は両側生体肺移植後の閉塞
性細気管支炎症候群の発症と関係している）
